
三
七

第
四
章　

開
会
式　
　

（
三
三
）

第
四
章　

開
会
式

三
三　

開
会
式
の
期
日
に
関
す
る
例

国
会
の
開
会
式
は
、
会
期
の
始
め
に
行
い
、
そ
の
日
時
は
、
議
長
が
衆
議
院
議
長
と
協
議
し
て
こ
れ
を
定
め
る
。

㈠　
常
会
の
開
会
式

第
百
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
改
正
後
、
常
会
の
開
会
式
は
、
召
集
日
に
行
う
の
を
例
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
例
が
あ
る
。

第
百
二
十
九
回
国
会　
　
　

平
成
六
年
二
月
八
日
（
召
集
日
後
八
日
目
）

第
百
六
十
六
回
国
会　
　
　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
六
日
（
召
集
日
の
翌
日
）

な
お
、
第
百
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
改
正
後
の
常
会
の
開
会
式
三
十
一
回
の
う
ち
、
内
閣
総
理
大
臣
の
施

政
方
針
に
関
す
る
演
説
の
日
に
行
っ
た
例
は
二
十
一
回
、
演
説
の
日
よ
り
前
に
行
っ
た
例
は
十
回
で
あ
る
。

㈡　
臨
時
会
の
開
会
式

臨
時
会
の
開
会
式
は
、
召
集
日
又
は
召
集
日
後
速
や
か
に
行
う
の
を
例
と
す
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

召
集
日　
　
　
　
　
　
　

五
十
五
回

国

第

八

条

規 

第
二
一
条



三
八

召
集
日
後
一
日
目　
　
　
　

二
十
回

召
集
日
後
二
日
目　
　
　
　
　

七
回

召
集
日
後
三
日
目　
　
　
　
　

八
回

召
集
日
後
四
日
目　
　
　
　
　

五
回

召
集
日
後
五
日
目　
　
　
　
　

四
回

召
集
日
後
六
日
目　
　
　
　
　

一
回

召
集
日
後
七
日
目　
　
　
　
　

二
回

召
集
日
後
八
日
目　
　
　
　
　

二
回

召
集
日
後
十
日
目　
　
　
　
　

一
回

召
集
日
後
十
一
日
目　
　
　
　

一
回

召
集
日
後
二
十
八
日
目　
　
　

一
回

な
お
、
臨
時
会
の
開
会
式
百
七
回
の
う
ち
、
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
（
施
政
方
針
）
に
関
す
る
演
説
の
日
に
行
っ
た

例
は
五
十
七
回
、
演
説
の
日
よ
り
前
に
行
っ
た
例
は
二
十
六
回
で
あ
る
（
二
十
四
回
は
演
説
な
し
）
。

㈢　
特
別
会
の
開
会
式

特
別
会
の
開
会
式
は
、
新
内
閣
成
立
の
後
、
行
う
の
を
例
と
す
る
。



三
九

第
四
章　

開
会
式　
　

（
三
四
）

な
お
、
特
別
会
の
開
会
式
二
十
六
回
の
う
ち
、
内
閣
総
理
大
臣
の
施
政
方
針
又
は
所
信
に
関
す
る
演
説
の
日
に
行
っ

た
例
は
十
回
、
演
説
の
日
よ
り
前
に
行
っ
た
例
は
六
回
で
あ
る
（
十
回
は
演
説
な
し
）
。

（
注
）
国
会
法
第
二
条
は
、
制
定
当
初
、「
常
会
は
、
毎
年
十
二
月
上
旬
に
こ
れ
を
召
集
す
る
。
但
し
、
そ
の
会
期
中
に
議
員
の
任
期
が

満
限
に
達
し
な
い
よ
う
に
こ
れ
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
の
改

正
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
三
号
）
に
よ
り
、「
常
会
は
、
毎
年
十
二
月
中
に
召
集
す
る
の
を
常
例
と
す
る
。」
と
改
め
ら
れ
、
開

会
式
は
、
召
集
後
、
年
末
年
始
の
自
然
休
会
明
け
の
一
月
下
旬
に
行
う
例
で
あ
っ
た
が
、
第
百
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会

法
の
改
正
（
平
成
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
よ
り
、「
常
会
は
、
毎
年
一
月
中
に
召
集
す
る
の
を
常
例
と
す
る
。」
と
改
め
ら

れ
た
。

参
照　

三
六
五
号
、
三
九
一
号
、
五
〇
六
号

三
四　

開
会
式
の
時
刻
に
関
す
る
例

開
会
式
は
、
午
前
十
一
時
又
は
午
後
一
時
（
開
会
式
が
召
集
日
に
行
わ
れ
る
と
き
）
に
行
う
例
が
多
い
。
た
だ
し
、
他
の
時

刻
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

午
前
十
時
三
十
分	

第
百
八
十
八
回
国
会
（
特
別
）	

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

規 

第
二
一
条



四
〇

正

午	

第
五
十
三
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
三
日

	

第
百
八
十
回
国
会	

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
（
召
集
日
）

午
後
二
時	

第
十
七
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
（
召
集
日
）

	

第
十
八
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
（
召
集
日
）

	

第
二
十
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
（
召
集
日
）

	

第
二
十
七
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
一
日
（
召
集
日
）

	

第
五
十
六
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
四
十
二
年
七
月
二
十
七
日
（
召
集
日
）

	
第
八
十
二
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
九
日
（
召
集
日
）

	

第
八
十
五
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
五
十
三
年
九
月
十
八
日
（
召
集
日
）

	

第
百
三
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
六
十
年
十
月
十
四
日
（
召
集
日
）

	

第
百
二
十
七
回
国
会
（
特
別
）	

平
成
五
年
八
月
十
二
日

	

第
百
二
十
八
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
五
年
九
月
二
十
一
日

	

第
百
六
十
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）

	

第
百
七
十
二
回
国
会
（
特
別
）	
平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日

午
後
二
時
三
十
分	

第
四
十
四
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
三
十
八
年
十
月
十
七
日



四
一

第
四
章　

開
会
式　
　

（
三
四
）

午
後
三
時	

第
十
一
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
二
十
六
年
八
月
十
六
日
（
召
集
日
）

	

第
百
七
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
六
十
一
年
九
月
十
一
日
（
召
集
日
）

	

第
百
九
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
六
十
二
年
七
月
六
日
（
召
集
日
）

	

第
百
十
三
回
国
会
（
臨
時
）	

昭
和
六
十
三
年
七
月
十
九
日
（
召
集
日
）

	

第
百
十
九
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
二
年
十
月
十
二
日
（
召
集
日
）

	

第
百
三
十
三
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
七
年
八
月
四
日
（
召
集
日
）

	

第
百
五
十
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
十
二
年
九
月
二
十
一
日
（
召
集
日
）

	
第
百
六
十
七
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
十
九
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）

	

第
百
七
十
五
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）

	

第
百
八
十
四
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
（
召
集
日
）

	

第
百
九
十
一
回
国
会
（
臨
時
）	

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
（
召
集
日
）

	

第
百
九
十
九
回
国
会
（
臨
時
）	

令
和
元
年
八
月
一
日
（
召
集
日
）

参
照　

三
九
一
号
、
五
〇
六
号



四
二

三
五　

開
会
式
を
行
う
に
至
ら
な
か
っ
た
例

国
会
召
集
後
間
も
な
く
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、
開
会
式
を
行
う
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
四
回
国
会
（
昭
和
二
十
七
年
八
月
二
十
六
日
召
集
、
同
月
二
十
八
日
衆
議
院
解
散
）

第
五
十
四
回
国
会
（
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
召
集
、
同
日
衆
議
院
解
散
）

第
百
五
回
国
会
（
昭
和
六
十
一
年
六
月
二
日
召
集
、
同
日
衆
議
院
解
散
）

第
百
三
十
七
回
国
会
（
平
成
八
年
九
月
二
十
七
日
召
集
、
同
日
衆
議
院
解
散
）

第
百
九
十
四
回
国
会
（
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
八
日
召
集
、
同
日
衆
議
院
解
散
）

三
六　

開
会
式
は
、
参
議
院
議
場
に
お
い
て
行
う

開
会
式
は
、
参
議
院
議
場
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
。

国

第

八

条

規 

第
二
一
条



四
三

第
四
章　

開
会
式　
　

（
三
五
―
三
七
）

三
七　

開
会
式
に
は
、
両
議
院
の
議
長
、
副
議
長
、
常
任
委
員
長
、
特
別
委

員
長
、
参
議
院
の
調
査
会
長
、
両
議
院
の
憲
法
審
査
会
会
長
、
情
報

監
視
審
査
会
会
長
、
政
治
倫
理
審
査
会
会
長
及
び
議
員
の
ほ
か
、
内

閣
総
理
大
臣
、
最
高
裁
判
所
長
官
、
国
務
大
臣
及
び
会
計
検
査
院
長

が
参
列
す
る

開
会
式
に
は
、
両
議
院
の
議
長
、
副
議
長
、
常
任
委
員
長
、
特
別
委
員
長
、
参
議
院
の
調
査
会
長
、
両
議
院
の
憲
法
審

査
会
会
長
、
情
報
監
視
審
査
会
会
長
、
政
治
倫
理
審
査
会
会
長
及
び
議
員
が
参
列
す
る
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
、
最
高

裁
判
所
長
官
、
国
務
大
臣
及
び
会
計
検
査
院
長
に
参
列
方
の
案
内
状
を
発
し
、
参
列
す
る
の
を
例
と
す
る
。
な
お
、
皇

族
に
も
参
列
方
の
案
内
状
を
発
し
て
お
り
、
第
一
回
国
会
に
お
い
て
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
殿
下
及
び
竹
田
宮
恒
德
王
殿

下
が
参
列
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
注
）
第
二
百
二
回
国
会
乃
至
第
二
百
八
回
国
会
の
開
会
式
に
お
け
る
参
列
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
両

議
院
の
議
長
、
副
議
長
、
常
任
委
員
長
、
特
別
委
員
長
、
参
議
院
の
調
査
会
長
、
両
議
院
の
憲
法
審
査
会
会
長
、
情
報
監
視
審

査
会
会
長
、
政
治
倫
理
審
査
会
会
長
及
び
議
員
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
、
最
高
裁
判
所
長
官
及
び
国
務
大
臣
と
し
た
。
ま
た
、



四
四

参
列
す
る
議
員
は
、
事
前
に
届
出
の
あ
っ
た
衆
議
院
の
各
理
事
会
派
代
表
四
名
及
び
そ
の
他
会
派
代
表
二
名
並
び
に
参
議
院
の

各
院
内
交
渉
会
派
（
所
属
議
員
十
人
以
上
の
会
派
）
代
表
四
名
及
び
そ
の
他
会
派
代
表
一
名
と
し
た
。

三
八　

開
会
式
に
は
、
衆
議
院
議
長
が
式
辞
を
述
べ
る

開
会
式
に
は
、
衆
議
院
議
長
が
両
議
院
を
代
表
し
て
式
辞
を
述
べ
る
。

三
九　

開
会
式
に
は
、
天
皇
陛
下
御
臨
席
の
上
、
お
こ
と
ば
を
賜
る

開
会
式
に
は
、
天
皇
陛
下
御
臨
席
の
上
、
陛
下
か
ら
両
議
院
の
議
員
に
お
こ
と
ば
を
賜
り
、
お
こ
と
ば
書
は
、
衆
議
院

議
長
が
こ
れ
を
お
受
け
す
る
。

な
お
、
第
百
十
回
国
会
乃
至
第
百
十
三
回
国
会
の
開
会
式
に
は
、
天
皇
陛
下
の
御
名
代
皇
太
子
明
仁
親
王
殿
下
御
臨
席

の
上
、
陛
下
の
お
こ
と
ば
を
殿
下
か
ら
賜
っ
た
。
ま
た
、
第
百
五
十
六
回
国
会
の
開
会
式
に
は
、
天
皇
陛
下
の
御
名
代

皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
御
臨
席
の
上
、
陛
下
の
お
こ
と
ば
を
殿
下
か
ら
賜
っ
た
。

国

第

九

条



四
五

第
四
章　

開
会
式　
　

（
三
八
―
四
〇
）

四
〇　

天
皇
陛
下
の
御
送
迎
に
関
す
る
例

天
皇
陛
下
が
開
会
式
に
お
い
で
の
際
は
、
衆
議
院
議
長
は
車
寄
せ
、
参
議
院
議
長
、
両
議
院
の
副
議
長
及
び
事
務
総
長

は
車
寄
せ
内
、
両
議
院
の
常
任
委
員
長
、
特
別
委
員
長
、
参
議
院
の
調
査
会
長
、
両
議
院
の
憲
法
審
査
会
会
長
、
情
報

監
視
審
査
会
会
長
及
び
政
治
倫
理
審
査
会
会
長
は
中
央
広
間
の
所
定
の
位
置
、
両
議
院
の
議
員
は
正
門
内
広
場
の
所
定

の
位
置
に
お
い
て
、
ま
た
、
両
議
院
の
法
制
局
長
、
事
務
局
職
員
及
び
法
制
局
職
員
は
正
門
内
の
所
定
の
位
置
に
お
い

て
お
出
迎
え
を
す
る
。
お
帰
り
の
際
は
、
参
議
院
議
長
は
車
寄
せ
、
衆
議
院
議
長
は
車
寄
せ
内
に
お
い
て
、
そ
の
他
の

者
は
お
出
迎
え
の
と
き
と
同
じ
場
所
に
お
い
て
お
見
送
り
を
す
る
。

な
お
、
第
百
十
回
国
会
乃
至
第
百
十
三
回
国
会
の
開
会
式
に
天
皇
陛
下
の
御
名
代
皇
太
子
明
仁
親
王
殿
下
が
お
い
で
の

際
、
第
百
五
十
六
回
国
会
の
開
会
式
に
天
皇
陛
下
の
御
名
代
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
が
お
い
で
の
際
も
、
同
様
に
御
送

迎
を
行
っ
た
。

（
注
）
第
二
百
二
回
国
会
乃
至
第
二
百
八
回
国
会
の
開
会
式
に
お
け
る
中
央
広
間
で
の
御
送
迎
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
適
切
な
身
体
距
離
を
確
保
す
る
た
め
参
列
す
る
人
数
を
制
限
し
、
両
議
院
で
こ
れ
を
分
担
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二

百
二
回
国
会
、
第
二
百
三
回
国
会
、
第
二
百
五
回
国
会
、
第
二
百
六
回
国
会
及
び
第
二
百
七
回
国
会
の
開
会
式
に
お
い
て
は
、

お
出
迎
え
を
衆
議
院
の
常
任
委
員
長
等
が
行
い
、
お
見
送
り
を
参
議
院
の
常
任
委
員
長
等
が
行
っ
た
。
ま
た
、
第
二
百
四
回
国



四
六

会
及
び
第
二
百
八
回
国
会
の
開
会
式
に
お
い
て
は
、
お
出
迎
え
を
参
議
院
の
常
任
委
員
長
等
が
行
い
、
お
見
送
り
を
衆
議
院
の

常
任
委
員
長
等
が
行
っ
た
。

四
一　

開
会
式
の
前
に
、
両
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
は
、
御
休
所
に
お
い

て
天
皇
陛
下
に
お
目
に
か
か
る

開
会
式
の
前
に
、
両
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
は
、
御
休
所
に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
お
目
に
か
か
る
の
を
例
と
す
る
。

な
お
、
第
百
十
回
国
会
乃
至
第
百
十
三
回
国
会
の
開
会
式
に
天
皇
陛
下
の
御
名
代
皇
太
子
明
仁
親
王
殿
下
が
お
い
で
の

際
、
第
百
五
十
六
回
国
会
の
開
会
式
に
天
皇
陛
下
の
御
名
代
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
が
お
い
で
の
際
も
、
両
議
院
の
議

長
及
び
副
議
長
は
、
御
休
所
に
お
い
て
殿
下
に
お
目
に
か
か
っ
た
。

四
二　

開
会
式
に
お
け
る
天
皇
陛
下
の
御
先
導
に
関
す
る
例

天
皇
陛
下
が
開
会
式
に
お
い
で
の
際
の
御
先
導
は
、
車
寄
せ
か
ら
御
休
所
ま
で
及
び
御
休
所
か
ら
式
場
ま
で
衆
議
院
議

長
が
こ
れ
を
行
い
、
お
帰
り
の
際
は
、
式
場
か
ら
御
休
所
ま
で
及
び
御
休
所
か
ら
車
寄
せ
ま
で
参
議
院
議
長
が
こ
れ
を



四
七

第
四
章　

開
会
式　
　

（
四
一
―
四
三
）

行
う
の
を
例
と
す
る
。
第
百
十
回
国
会
乃
至
第
百
十
三
回
国
会
の
開
会
式
に
天
皇
陛
下
の
御
名
代
皇
太
子
明
仁
親
王
殿

下
が
お
い
で
の
際
、
第
百
五
十
六
回
国
会
の
開
会
式
に
天
皇
陛
下
の
御
名
代
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
が
お
い
で
の
際
も
、

同
様
に
御
先
導
を
行
っ
た
。

な
お
、
衆
議
院
議
長
が
歩
行
困
難
の
た
め
、
第
三
十
五
回
国
会
の
開
会
式
の
際
は
参
議
院
議
長
が
、
第
百
七
十
五
回
国

会
及
び
第
百
七
十
六
回
国
会
の
開
会
式
の
際
は
衆
議
院
副
議
長
が
御
先
導
を
行
っ
た
（
い
ず
れ
も
、
衆
議
院
議
長
は
開
会
式

を
主
宰
し
た
）
。
ま
た
、
参
議
院
議
長
が
参
列
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
第
三
十
九
回
国
会
、
第
四
十
回
国
会
及
び
第
百
七

十
九
回
国
会
の
開
会
式
の
際
は
、
参
議
院
副
議
長
が
議
長
に
代
わ
り
御
先
導
を
行
っ
た
。

四
三　

開
会
式
式
場
に
お
い
て
は
、
正
面
に
向
か
っ
て
右
側
を
本
院
議
員
、

左
側
を
衆
議
院
議
員
の
席
と
す
る

開
会
式
式
場
に
お
け
る
各
参
列
者
の
席
は
、
正
面
に
向
か
っ
て
右
側
を
本
院
議
員
、
左
側
を
衆
議
院
議
員
の
席
と
す
る

ほ
か
、
次
の
式
場
図
の
と
お
り
で
あ
る
。



四
八

式
　

　
  場

　
　

  図
宮内庁長官 一

二
三

侍　従　長

四
五

行幸主務官

侍　　従

係　　　員

イ

参 議 院 議 長

衆議院議長

内閣総理大臣

ヲ
ワ

ロ
ハ
ニ

ホ
ヘ

ト

チ
ヌ
リ

衆議院事務総長

参議院事務総長

衆議院法制局長

参議院法制局長

衆議院参事

参議院参事

衆議院副議長

参議院副議長

衆議院常任・特別委員長

参議院常任・特別

委員長・調査会長

憲法審査会会長

最高裁判所長官

国務大臣

会計検査院長

国立国会図書館長

ル

憲法審査会会長

政治倫理審査会会長

情報監視審査会会長

政治倫理審査会会長

情報監視審査会会長  



四
九

第
四
章　

開
会
式　
　

（
四
四
、
四
五
）

四
四　

開
会
式
に
参
列
す
る
者
の
服
装
に
関
す
る
例

開
会
式
に
参
列
す
る
者
の
服
装
は
、
男
子
は
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
、
女
子
は
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ド
レ
ス
又
は
白
襟
紋
付
を

建
前
と
す
る
が
、
平
服
で
も
差
し
支
え
な
い
。

四
五　

各
議
院
に
お
い
て
つ
え
等
の
使
用
を
届
け
出
た
者
又
は
許
可
さ
れ
た

者
は
、
開
会
式
式
場
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る

各
議
院
に
お
い
て
歩
行
補
助
の
た
め
つ
え
等
の
使
用
を
届
け
出
た
者
又
は
許
可
さ
れ
た
者
は
、
開
会
式
式
場
に
お
い
て

も
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
照　

四
五
六
号

（
規 

第
二

〇

九

二

〇

九

条
）



五
〇

四
六　

開
会
式
に
は
、
認
証
官
、
地
方
公
共
団
体
代
表
者
に
案
内
状
を
送
付

す
る
ほ
か
、
外
交
官
、
公
務
員
、
新
聞
通
信
放
送
社
員
、
ニ
ュ
ー
ス

映
画
社
員
及
び
一
般
の
者
の
参
観
を
許
可
す
る

開
会
式
に
は
、
認
証
官
の
う
ち
検
事
総
長
、
人
事
院
総
裁
及
び
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
並
び
に
地
方
公
共
団
体
代
表

者
（
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
の
各

会
長
）
に
案
内
状
を
送
付
す
る
。
ま
た
、
外
交
官
、
公
務
員
（
政
府
職
員
、
最
高
裁
判
所
職
員
、
会
計
検
査
院
職
員
、
国
会
職
員
、

国
会
議
員
秘
書
）
、
新
聞
通
信
放
送
社
員
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社
員
及
び
一
般
の
者
の
参
観
を
許
可
す
る
。

な
お
、
公
務
員
に
は
参
観
証
を
割
り
当
て
て
交
付
し
、
一
般
の
者
に
は
当
日
先
着
順
に
参
観
証
を
交
付
す
る
。

（
注
）
第
二
百
二
回
国
会
乃
至
第
二
百
八
回
国
会
の
開
会
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
観
は
全
て
認
め
な

い
こ
と
と
し
た
。

参
照　

四
七
〇
号


